
１．共同利用の経緯と実施された課題数及び利用者数

　平成９年１０月に SPring-８ の供用が開始され、第１回目

の共同利用として同年１０月から翌平成１０年３月まで１９９７B

共同利用が実施された。その後、順調に施設が稼働し、平

成１４年１月までに８回にわたる共同利用が実施された。共

同利用の経緯と今後の計画を図１に示す。

　図１に示すように、２００１年度（平成１３年度）においては、

第７回共同利用（２００１A）の大部分と第８回共同利用

（２００１B）及び、第９回共同利用の一部が実施された。

　表１は、これまでの８回にわたる共同利用期間とその利

用時間及びその期間における課題数と利用者数を示したも

のである。それをグラフにしたものが、図２である。表１

及び図２では専用ビームラインの利用の結果をあわせて示

している。ここでの利用者数は各利用期間での延べ数であ

る。例えば、ある利用期間において２回実験を行った場合

は２名と数えている。実施された課題数には、成果専有利

用及び特定利用を含んでいる。

　２００１年度に実施された共同利用期間での各サイクルの実

施状況を表２に示す。ここで実験数とは、各利用研究課題

が何回かに分けて実施された場合その各実験の数を示して

いる。

　

２．実施された利用研究課題

　供用開始から２００１年度までに実施された共同利用研究課

題２,５５０件のビームラインごとの分類を、表３に示す。表

３では課題合計が２,５５４件となっているが、これは第６回

利用期間（２０００B）と第７回利用期間（２００１A）において

各１件の特定利用課題が異なる２本のビームラインを使用

し、第８回利用期間（２００１B）において１件の特定利用課

題が異なる３本のビームラインを使用したことによってい

る。

　２００１Aから共用ビームラインとして BL３８B１（R&D３）を

供用した。また、２００１Bからは、 BL１３XU（表面界面構造

解析）、BL１９B２（産業利用）、BL２０XU（医学イメージング

２）及び BL３５XU（高分解能非弾性散乱）において、一部

のビームタイムを共同利用に供した。

　図３及び図４にこれまでの実施課題の所属機関別分類及

び研究分野別分類の利用期間毎の推移を示す。
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図１　SPring-8　共同利用の経緯及び計画
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表１　共同利用及び専用施設利用の推移

専用ＢＬ共同利用
利用時間利用期間

利用者数利用課題数利用者数利用課題数
６８１９４１,２８６Ｈ９．１０－Ｈ１０．３第１回

７１,２５２２３４１,７０２Ｈ１０．４－Ｈ１０．１０第２回
４６７３３１,５４２２７４２,５８５Ｈ１０．１１－Ｈ１１．６第３回
４２７６５１,６３１２４２１,３７１Ｈ１１．９－Ｈ１１．１２第４回
７９４１０２２,４８６３６５２,１０６Ｈ１２．１－Ｈ１２．６第５回
６２０８８２,３７０３８２１,５５８Ｈ１２．１０－Ｈ１３．１第６回
７６６１０３２,９１５４７３２,３８１Ｈ１３．２－Ｈ１３．６第７回
９７７１１８３,２７７４８６１,８９３Ｈ１３．９－Ｈ１４．２第８回
４,０５１５１６１６,１５４２,５５０１４,８８２合　計

図２　利用課題数（上）及び利用者数（下）の推移

表２　２００１年度各サイクル毎の共同利用

第８回共同利用期間（２００１Ｂ）

専用利用者専用実験数利用者数実験数利用時間運転期間サイクル№

２０６４７７６０１５１４６１９/１２－１０/５０１-０７

２１９４８７７７１５７４６１１０/１０－１１/２０１-０８

１６４２８４７７９９２６４１１/７－１１/２２０１-０９

１７０３４６３２１３２３１１１１/２７－１２/１４０１-１０

２１８５１６３１１３６３９６１/１５－２/８０２-０１

９７７２０８３,２７７６７５１,８９３計

１１８４８６実課題数

第７回共同利用期間（２００１Ａ）

専用利用者専用実験数利用者数実験数利用時間運転期間サイクル№

１５１４１４７２１２１４８０２/７－３/２０１-０２

１８０３６５７５１３４４８０３/７－３/３００１-０３

１７９３８５６４１２７４７９４/４－４/２７０１-０４

１５５３６６５６１４４４７９５/１０－６/１０１-０５

１０１２３６４８１３９４６３６/６－６/２９０１-０６

７６６１７４２,９１５６６５２,３８１計

１０３４７３実課題数

表３　ビームラインごとの共同利用実施課題の研究分野

合計
研究分野

ビームライン名
その他実験技術分光XAFS散乱/回折生命科学

２４４４１２３９XAFSBL０１B１
１４１６１１３４結晶構造解析BL０２B１
１６２２３１５７高温構造物性BL０４B１
８６６２３１９３７１高エネルギー非弾性散乱BL０８W
１１２７８９７核共鳴散乱BL０９XU
１４６１５２８１１０２高圧構造物性BL１０XU
１１５３１１０２軟Ｘ線固体分光BL２５SU
８６３４０４３軟Ｘ線光化学BL２７SU
１４５８２１３９３０２６２１生体分析BL３９XU
３７５１３３７１構造生物学１BL４１XU
１２４１２４粉末結晶構造解析BL０２B２
８５５８０高エネルギーＸ線回折BL０４B２
１１３１１２９９６４医学イメージング１BL２０B２
５１１７３１３白色Ｘ線回折BL２８B２
１７９１１２１６６構造生物学２BL４０B２
４４１４４７２８高フラックスBL４０XU
７６３６８５赤外物性BL４３IR
５５表面界面構造解析BL１３XU
８８産業利用BL１９B２
１２１１１医学イメージング２BL２０XU
６１５高分解能非弾性散乱BL３５XU
１６７１８Ｒ＆Ｄ�BL３８B１
１３３３７Ｒ＆Ｄ�BL４６XU
５２５３４５６２Ｒ＆Ｄ�BL４７XU
１４２１２原研　材料科学２BL１１XU
３３３６２４原研　材料科学１BL１４B１
１３１２１原研　重元素科学BL２３SU
２０２０理研　構造生物学２BL４４B２
７８１１１６６０理研　構造生物学１BL４５XU

２,５５４４６２２７３１２３１１９０５７５３合計

原研、理研ビームラインの課題は共同利用課題のみ　　　　　　　　　　　
００B期と０１A期において、２本の BLにまたがる特定利用が各１件含まれる
０１B期において、３本の BLにまたがる特定利用が１件含まれる　　　　　

図３　研究分野別の共同利用

図４　所属機関別の共同利用
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表４　利用研究課題　公募内訳

第１回利用期間：Ｈ９.１０-Ｈ１０.３（応募締切：Ｈ９.１.１０）　　　［総ユーザータイム：約１,４００シフト］（１シフト＝８時間）
第２回利用期間：Ｈ１０.４-Ｈ１０.１０（応募締切：Ｈ１０.１.６）　　　［総ユーザータイム：約２,２００シフト］
第３回利用期間：Ｈ１０.１１-Ｈ１１.６（応募締切：Ｈ１０.７.１２）　　　［総ユーザータイム：約２,７００シフト］
第４回利用期間：Ｈ１１.９-Ｈ１１.１２（応募締切：Ｈ１１.６.１９）　　　［総ユーザータイム：約２,２００シフト］
第５回利用期間：Ｈ１２.２-Ｈ１２.６（応募締切：Ｈ１１.１０.１６）　　　［総ユーザータイム：約３,１００シフト］
第６回利用期間：Ｈ１２.１０-Ｈ１３.１（応募締切：Ｈ１２.６.１７）　　　［総ユーザータイム：約２,８００シフト］
第７回利用期間：Ｈ１３.２-Ｈ１３.６（応募締切：Ｈ１２.１０.２１）　　　［総ユーザータイム：約３,９００シフト］
第８回利用期間：Ｈ１３.９-Ｈ１４.２（応募締切：Ｈ１３.５.２６）　　　［総ユーザータイム：約３,８５０シフト］
第９回利用期間：Ｈ１４.２-Ｈ１４.７（応募締切：Ｈ１３.１０.２７）　　　［総ユーザータイム：約４,６００シフト］

第１回第２回第３回第４回第５回第６回第７回第８回第９回公募
研究分野別

応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択

４３２６７８５６９９７５１０３８２７３６８１４１１１４１２３１１１１６４１３９１６２１５０生命科学

８９５９１２０９６１５２９２１６３７８１９７１３８２３４１３２２０４１６０２４５１５５２７５２０９散乱・回折

２６１６５０３２５８３８８４３２７１５４７９４４６０４７５４４２４８４２XAFS

２４２１２５２０３５２２４４２８４３３３７１５０７６６０１０６８０１１５８３分光

１６１２３２２５４８３１３７２６４０３３５７４０３９３１５０４１４３３６実験技術、方法

１９８１３４３０５２２９３９２２５８４３１２４６４２４３２６５８２３８０５０２４０９６１９４５７６４３５２０計

第１回第２回第３回第４回第５回第６回第７回第８回第９回公募
所属機関別

応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択

１２１８３１６３１２７２１１１３５２２８１３２２２２１７３３０５１９４２６５２１９３３４２５５３２２２６８国立大学

１６１２２８２１４２３０３１１９３４２８５２２４４５３０４４２９５３４２公立大学

２１１３２１１５２５１６３１１８１８１３３６３０３１２９５２３２４８３６私立大学

９７１２１２１５９１７５１５１３２１２０２１１８３５２７４２３４国立試験研究機関

５５２９２３３１２３３７２９３５２９３９２９３６３１３１２６３０２５特殊法人

２１１０８２６２０４４２９３９３２５８３９４２３４６６５６６８６２公益法人

１１６２１１４２５１５２７１１２６２４３４２５３０２７３１２１３７２６民間企業

１３７２１９１７１０１６３３５１４３７１９３２２１２６１１４３２７海外

１９８１３４３０５２２９３９２２５８４３１２４６４２４３２６５８２３８０５０２４０９６１９４５７６４３５２０計

第１回第２回第３回第４回第５回第６回第７回第８回第９回公募
利用ビームライン別

応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択応募採択

２３１６４３２７４４３１６６２３５０４３５４３３４２３４３６２９３５２８XAFSBL０１B１
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３４１７３２２８３２２１３６１５３２１６２７１４２１１８３２１３３６２１結晶構造解析BL０２B１

１５１５２９２８３３２１２８１７２７２２３０１８３０２４２２１９２２１９高温構造物性BL０４B１

５４１０７１５９１７１１１７１１１８１０１８１５２２１５２０１５高エネルギー非弾性散乱BL０８W

２５２３３７２０４２１８３２１０３５１７２４１２２３１６２０１１２２１５核共鳴散乱BL０９XU

１６６２５２１３４２４３８１９２６２２３８２０２９２５２６１８２６２５高圧構造物性BL１０XU

１２１１６６１８１０２４１５２７１８３１１７２７２１２８１９２７１９軟Ｘ線固体分光BL２５SU

３２６５１５９１４１０１２１２１３１２２４１７２８１９３０２１軟Ｘ線光化学BL２７SU

１６１３２５１９３５１９３１１７３９２１４０１５３０１７４１２０３６１９磁性材料BL３９XU

３６２２６０３９７３５９６９５３３８３３５２３８３１３０３８３８５６５３構造生物学１BL４１XU

６４２９２４４８２９４５３３４９３２５１３９粉末結晶構造解析BL０２B２

７６２０２０２４１６２０１８３７２２３５２７高エネルギーＸ線回折BL０４B２

１０８２３１９３６２６３８２６４７３２３９３１医学イメージング１BL２０B２

１１１２１１１８１４１１１１１８１５２２１８白色Ｘ線回折BL２８B２

１３１０１３１３４９４５３９３９４３３８３９３６構造生物学２BL４０B２

１１１１１３１１１６１２２１１８高フラックスBL４０XU

２０１８１６１６２４２４２３２２赤外物性BL４３IR

１３５３２２９５１３７３９２７２４２４４９３２４５３８９２８１１０３９４その他のビームライン

１９８１３４３０５２２９３９２２５８４３１２４６４２４３２６５８２３８０５０２４０９６１９４５７６４３５２０計



３．利用研究課題の公募と採択

　図１の共同利用の経緯に示すように、２００１年度において

は第８回共同利用期間２００１B及び第９回共同利用期間

２００２Aにおける利用研究課題の公募及び採択を行った。表

４に第９回公募までの、応募数、採択数の推移を示す。図

５及び６はそれをグラフにしたものである。以下、２００１年

度の各公募時における特徴を示す。

�　第８回共同利用期間に対する利用研究課題の公募結果

ａ．課題採択日程

（募集案内）

　４月５日　　　利用研究課題の公募についてプレス発表

及び SPring-８ ホームページに掲示

（一般課題）

　５月２６日　　　一般課題募集締切り

　　　　　　　　（郵送の場合、当日消印有効）

　６月１９、２０日　分科会による課題審査

（特定利用課題）

　５月１０日　　　特定利用課題募集締切り

　５月１４～２１日　特定利用分科会による書類審査

　５月２９日　　　特定利用分科会による面接審査

（一般課題及び特定利用について課題選定及び通知）

　７月６日　　　利用研究課題選定委員会による課題選定

　７月１６日　　　機構として採択し、応募者に結果を通知 

利用研究状況
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図５　研究分野別、所属機関別共同利用

図６　ビームライン別共同利用



ｂ．採択結果

　今回の採択結果は、件数では応募６１９件に対し４５７件（採

択率７４％）、シフト数では応募７,１６６に対し採択３,８５３（採択

率５４％）であった。また、採択された課題の平均シフト数

は８.４であった。利用研究課題選定委員会では、採択され

た課題の要求シフト数と配分シフト数の比（シフト充足率）

を出来るだけ大きくするような方針のもと選定審査が行わ

れている。今回、平均のシフト充足率は７４％であり、前回

の８７％より減少したが、これは前回が応募が少なかったた

めに採択率もシフト充足率も高かったためであり、前回を

除いて、これまでの公募で一番高いシフト充足率となった。

ｃ．利用期間

　年間の前期と後期の共同利用の利用時間に長短のアンバ

ランスが通常以上に大きくなることを緩和するためこれま

でと同様に、今期では来年の第１サイクルを加えることと

した。このため、今回募集した第８回（２００１B）共同利用

の利用期間は２００１年第７サイクルから２００２年第１サイクル

まで（平成１３年９月から平成１４年２月まで）となり、この

間の放射光利用時間は２３７シフト（１シフトは８時間）と

なった。このうち共同利用に供されるビームタイムは共用

ビームライン１本あたり１９０シフトとなる。

ｄ．生命科学分野におけるビームタイムの留保

　生命科学分野における SPring-８ の利用では、特に実験

試料の特殊性から、短い時間でもいいから試料の出来具合

をチェック出来るような利用をしたい、試料が出来たとき

に緊急に利用したいと言った要望が強い。このような要望

に応えて、これまで BL４１XU（構造生物学１）及び BL４０B２

（構造生物学２）のビームタイムを留保し、緊急課題に準

じた取扱いで利用を行った。留保シフトの供するビームタ

イムは BL４１XU（構造生物学１）で３０シフト、BL４０B２（構

造生物学２）で２９シフトとなった。この留保シフトの取扱

いについては、前回同様緊急課題に準ずる扱いにすること

とするとともに、各サイクルに均等に割り振り、申請を受

け付けることとした。

ｅ．産業界の利用

　今回の公募で、民間からは３１件の応募があり、２１件が採

択された。前回が応募３０件で採択２７件であったことと比較

して、今回は民間からの課題の採択数及び採択率が大きく

低下した。これは、ここ数年の傾向である暦年の後半の利

用期間に応募が増えることと対応して、全体の応募数が前

回に比べて大幅に増加し競争率が上がったことによる。

ｆ．特定利用課題の採択

　２０００B共同利用から開始した SPring-８ 特定利用につい

ては、今回は１件の課題が選定された。今回採択された課

題は、平成１３年９月から３年以内の期限で実施していただ

くものである。今回選定された研究課題の概要を以下に示す。

　課題番号：２００１B０００９-LS-np

　課題名：高分解能軟 X線励起による高温超伝導物質お

よび関連物質のバルク敏感角度分解光電子分

光：光電子分光による高温超伝導体バルク電子

状態研究のブレークスルーを目指して

　実験責任者：菅滋正（大阪大学大学院基礎工学研究科）

　利用するビームライン：BL２５SU

�　第９回共同利用期間に対する利用研究課題の公募結果

ａ． 課題採択日程

（募集案内）

　９月５日　　　利用研究課題の公募について SPring-８ 

ホームページに掲示

　９月１７日　　　SPring-８ 情報誌９月号に掲載（予告は７

月号に掲載）　　　　　

（一般課題）

　１０月２７日　　　一般課題募集締切り

　　　　　　　　（郵送の場合、当日消印有効）

　１１月２１、２２日　分科会による課題審査

（特定利用課題）

　１０月１１日　　　特定利用課題募集締切り

　１０月１５～２２日　特定利用分科会による書類審査

　１０月３１日　　　特定利用分科会による面接審査

（一般課題及び特定利用について課題選定及び通知）

　１２月１０日　　　利用研究課題選定委員会による課題選定

　１２月１４日　　　機構として採択し、応募者に結果を通知

ｂ．採択結果

　今回の採択結果は、件数では応募６４３件に対し５２０件（採

択率８１％）、シフト数では応募７,０６４に対し採択４,５９１（シフ

ト採択率６５％）であった。また、採択された課題の平均シ

フト数は８.８であった。利用研究課題選定委員会では、採

択された課題の要求シフト数と配分シフト数の比（シフト

充足率）を出来るだけ大きくする方針で課題の選定審査が

行われている。今回、平均のシフト充足率は８０％であり、

特殊な状況の時を除いて、これまでで一番高いシフト充足

率となった。

ｃ．利用期間

　年間の前期と後期の共同利用の利用時間に長短のアンバ

ランスが通常以上に大きくなることを緩和するためこれま

でと同様に、年当初の第１サイクルを B期に繰り入れてい

ることから、今期第９回（２００２A）共同利用の利用期間は

平成１４年第２サイクルから第６サイクルまでとした。利用

時期は、平成１４年２月から７月までとなっている。この間

利用研究状況
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の放射光利用時間は２８２シフト（１シフトは８時間）となっ

た。このうち共同利用に供されるビームタイムは共用ビー

ムライン１本あたり２２５シフトとなる。

ｄ．生命科学分野におけるビームタイムの留保

　生命科学分野における生体高分子結晶構造解析では、特

に実験試料の特殊性から、短い時間でもいいから試料の出

来具合をチェック出来るような利用をしたい、試料が出来

たときに緊急に利用したいと言った要望が強い。このよう

な要望に応えて、これまで BL４１XU（構造生物学１）及び

BL４０B２（構造生物学２）のビームタイムを留保し、サイク

ルごとに該当する課題を募集し、緊急課題に準じた取扱い

で利用を行った。今回では、新たに BL３８B１（R&D�）に

おいてもこの留保シフトの取扱をすることになった。留保

シフトの供するビームタイムは BL４１XUで４５シフト、

BL４０B２で２３シフト、BL３８B１で２２シフトとした。この留保

シフトの取扱いについては、前回同様緊急課題に準ずる扱

いにすることとするとともに、各サイクルに割り振り、申

請を受け付けることとした。

ｅ．産業界の利用

　今回の公募で、民間企業からは３７件の応募があり、２６件

が採択された。また、前回の公募時に大きく増加した「実

験責任者が大学または JASRIの職員などであるが、共同

実験者に民間の研究者が加わっている共同研究課題」は今

回１９件の応募があり、そのうち１７件が採択された。

　また、産業利用ビームライン（BL１９B２）を利用する課

題が追加募集されることとなっている。

ｆ．特定利用課題の選定

　２０００B共同利用から開始した SPring-８ 特定利用につい

ては、今回は１件の課題が採択された。今回採択された課

題は、平成１４年２月から３年以内の期限で実施していただ

くものである。今回採択された研究課題の概要を以下に示す。

　課題番号：２００２A０００８-LD３-np

　課題名：高分解能（磁気）コンプトン散乱測定による巨

大磁気抵抗物質の電子及び軌道状態の研究

　実験責任者：小泉昭久（姫路工業大学　理学部物質科学科）

　利用するビームライン：BL０８W

利用業務部　的場　　徹　
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